
 

 

 

 

 

 

 

 

 

輪紋病・炭疽病・褐斑病の重点防除期間です。また、今回からハダニ対策の殺虫剤の散布が始まり

ます。散布量を多めに設定し、樹全体に万遍なく散布してください。 

 

【第 8 回 定期散布】 ＊散布時期は目安です。 

散布時期 6/28～7/4 ＊前回から 14 日以内 

散布薬剤 

水 

展着剤（スカッシュ） 

○劇バイスロイド EW 

フリントフロアブル 25 

エコマイト顆粒水和剤 

ユニックス顆粒水和剤 47 

（カルタス（カルシウム葉面散布剤） 

１００ℓ当たり 

１０0㎖ 

５０㎖ 

５０㎖ 

５０ｇ 

５０ｇ 

１００㎖） 

 

 

（7 日前、4 回） 

（前日、4 回） 

（前日、1 回） 

（14 日前、4 回） 

 

対象病害虫 

炭疽病、輪紋病、褐斑病、斑点落葉病、黒星病、 

シンクイムシ類、キンモンホソガ、カメムシ類、ハマキムシ類、 

ギンモンハモグリガ、ハダニ類 

散布量 600ℓ／10a 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年 6 月 16 日 

ＪＡ中野市園芸課 

ＪＡ中野市りんご･もも部会 

【定期散布】散布日 

   月  日（  ） 

散布量 

         ℓ 

次面もご覧ください。 

輪紋病・炭疽病・褐斑病対策  重点防除期間中(6 月～7 月) 

定期散布の間隔は 14 日以内を徹底し、予防を意識した降雨前の 

散布に努めましょう。 

「炭疽病」防除ポイント 

・伝染源 ニセアカシア、クルミ等が近くにある園地では恒常的に発生しやすい。 

一次感染期（6/上～7/末 梅雨期）        二次感染期（8/中～9/下） 

・定期防除の散布量は十分に           ・発病果の除去と園外への持ち出し 

・むらなく防除する（死角がないか）       ・むらなく防除する（死角がないか） 

・雨が多いときは特別散布が必要 



 

【 炭疽病対策 特別散布】 

降水量が多く炭疽病等の感染が心配される場合は、特別散布を実施下さい。 

 

散布時期 7/5～12 頃  ＊第 8 回定期散布から 7 日後 

散布薬剤 

水 

展着剤（ハイテンパワー） 

オーソサイド水和剤 80 

１００ℓ当たり 

 １０㎖ 

 125ｇ 

 

 

（前日、6 回） 

対象病害虫 炭疽病、輪紋病、斑点落葉病、褐斑病、すす点病、すす斑病 

散布量 600ℓ／10a 

 

 

葉面散布資材の紹介（葉の光合成促進など） 

 7 月から花芽分化期を迎えます。光合成・花芽形成促進を目的に、葉面散布を実施下さい。 

（定期散布混用可） 

商品名 保証成分量 使用目的 倍率 使用時期と効能 規格 単価 

オルガミン 

窒素  0.11％ 

苦土    4％ 

ほう素  0.7％ 

加里  0.11％ 

マンガン0.25％ 

光合成促進 

品質向上等 

1,000

～

2,000 

収穫期まで（定期散布混用） 

葉色向上・落果軽減・品質向

上 

1ℓ 4,100 円 

5ℓ 17,600 円 

10ℓ 32,800 円 

葉友 

窒素   5％ 

リン酸 0.1％ 

加里  0.5％ 

 

高濃度綜合ｱﾐﾉ酸 

光合成促進 

花芽充実 
2,000 

落花後から収穫期まで 

（定期散布混用） 

葉色の維持・光合成の促進に

効果的 

1ℓ  4,450 円 

4ℓ 16,870 円 

20ℓ 78,690 円 

 

次回特報発行予定 7/1 

問合せ先：園芸課 23-3933 

 

【特別散布】散布日 

  7 月  日（  ） 

散布量 

         ℓ 

「農作業事故に注意しましょう」 

「こまめに水分をとり、熱中症に注意しましょう」 


